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厚生労働省に寄せられた「国民の皆様の声」の集計報告について 

（地方受付分） 

 

 

 

 

 

（平成２２年７月１６日から平成２２年７月２２日受付分） 

 

別紙 

○ 厚生労働省に寄せられた「国民の皆様の声」の集計報告（地方受付分）(10/08/02)   

厚生労働省に寄せられる「国民の皆様の声」につきましては、厚生労働行政の政策改善

につながるきっかけとなるものであることから、一週間分の集計結果と現時点での対応等

をとりまとめましたので、お知らせいたします。 

平成２２年８月２日 

大臣官房総務課情報公開文書室 

（担当 ・内線）   室   長 小 林 洋 子 

室長補佐 大 村 良 平 

（電 話 代 表） ０３（５２５３）１１１１（内線７３２１） 



（単位：件）

来訪 電話 手紙 FAX メール 計

9 0 1 0 0 10

医政局 0 0 0 0 0 0

健康局 0 0 0 0 0 0

医薬食品局 0 1 0 0 0 1

食品安全部 0 0 0 0 0 0

労働基準局 47 55 3 0 0 105

職業安定局 220 68 36 1 0 325

職業能力開発局 0 0 0 0 0 0

雇用均等・児童家庭局 4 7 1 0 0 12

社会・援護局 0 0 0 0 0 0

障害保健福祉部 0 0 0 0 0 0

老健局 0 0 0 0 0 0

保険局 1 0 0 0 0 1

年金局 0 0 0 0 0 0

政策統括官 0 0 0 0 0 0

281 131 41 1 0 454

国民の皆様の声の内訳 ↓
　政策・制度立案への提言 67

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 247

　法令遵守違反に関するもの 4

　その他 136

※ 主な国民の皆様の声は、担当部局別に次ページ以降に添付してあります。

※「地方」とは地方支分部局を指し、具体的には以下のとおりです。
・地方厚生（支）局（麻薬取締支所・分室及び都府県事務所を含む。）
・都道府県労働局、労働基準監督（支）署、公共職業安定所（出張所・分室を含む

合　　計

平成２２年８月２日
大臣官房総務課情報公開文書室

厚生労働省に寄せられた国民の皆様の声・集計報告（地方受付分）

平成２２年７月１６日～７月２２日受付分

組　織　名

大臣官房
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件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1 ①

2 ①

3 ①

4

5

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する（地方支分部局で受け付け、本省に報告したものを含
む）、⑤その他、に分類。

10

国民の皆様の声
把握方法別件数

ハローワークの建物の中は全面禁煙となっているが、屋外では多
くの方が喫煙しベンチの周りなどは吸い殻が散乱してる。マナーの
悪い人が問題であるが、公的な施設は敷地内も禁煙にしたら良い
と思う。

労働基準監督署内が暑い。
（同意見他　７件）

電話 メール

　その他

項番

労働局を介して本省へも要求をしている
ところであるが、関係機関との調整及び
予算措置等の問題があり即解決すること
は困難な旨説明しました。しかしながら、
庁舎が老朽化していることから新庁舎建
設の実現に向け引き続き努力をしていく
ことを併せて説明しました。

屋外につきましては、現時点で全面禁煙
を実施することは困難な状況のため、屋
外正面玄関近くに「吸い殻を捨てないで」
の立て看板を設置するとともに、清掃委
託業者に対し屋外の清掃を徹底するよう
指示していることを説明しました。

内　　容

（主な国民の皆様の声）

国民の皆様の声の
内訳（大分類）

0

0

対　　応

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む）

0

国民の皆様の声・集計報告票（地方受付分）

局課（室）名 大臣官房地方課

平成２２年７月１６日～７月２２日受付分

照　会　先
課長補佐　　　　河西　直人（内線：7254）
企画第二係長　川村　寛　 （内線：7250）

合計

9 0

10

00

FAX

概　　要

　法令遵守違反に関するもの

　政策・制度立案への提言

手紙来訪

1

温室効果ガス削減計画のため庁舎内の
冷房の温度設定を２８度にしていることを
説明しました。

ハローワークの庁舎が狭いので、建て替えた方がよいと思う。
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件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

①

2

①

3

①

4

①

5

①
②

　仕事に対する能力がないと考え試用期間中に労働者を解雇した
にもかかわらず、解雇予告や予告手当の支払が必要であるといわ
れた。短い期間で能力を見極めるのは困難であり、試用期間中は
解雇予告制度は適用すべきでないと思う。

　労働基準法においては、長期の試用期
間の定めがあっても、14日を超えて引き
続き使用した者を解雇する場合は、解雇
予告が必要であることを説明し、ご理解を
求めました。

　監督署に以前相談していたが、過去の記録が保存されていな
かったため、一から説明させられた。
　受け付けた全ての相談について記録を残しておくべきである。

　問い合わせや相談の内容を、記録して
いる場合でも、一定期間経過による文書
廃棄すること、また、自らの氏名を秘匿す
る問い合わせ・相談の場合、過去相談等
した方と同一人であることの確認ができ
ない場合が多いため、再度ご説明を求め
ることもある旨をご説明し、ご理解を得ま
した。

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する（地方支分部局で受け付け、本省に報告したものを含
む）、⑤その他、に分類。

対　　応

概　　要

　労働条件を確保するために監督署は労働基準法などについて
の司法警察権限をもっと行使してほしい。

　悪質な労働基準法違反等については
厳正に司法権限を行使し、対応する旨、
ご説明いたしました。

105

メール

　基準法関係の許認可などの申請を行う時、書類を2部ずつ提出
するが、申請を受理された事実についての「受領証」を別に発行し
てもらいたい。

　申請書の部数については法令で定めら
れているものであり、受付時ではなく申請
の審査結果をお知らせする際に、結果通
知書と一緒に返却することとを説明しまし
た。

国民の皆様の声の
内訳（大分類）

　政策・制度立案への提言 16

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 47

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 42

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容

47 55 3 0 0

　労働基準法で定める労働条件が最低基準であることは理解して
いるが、労働者としての勤労の責務を果たさない労働者に対して
も一律に適用されることに納得できない。

　労働基準法では、使用者だけでなく労
働者にも、就業規則・労働契約の遵守を
求め、その義務を果たす規定が設けられ
ていることを説明し、ご理解をいただきま
した。

国民の皆様の声・集計報告票（地方受付分）

部局（課室）名 労働基準局

平成２２年７月１６日～７月２２日受付分
照　会　先

総務課
監察官　　　小城　英樹（内線５５８６）
広報係長　　林田　淳一（内線５５８２）

国民の皆様の声
把握方法別件数

来訪 電話 手紙 FAX 合計
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分類

6

①

7

①

8

①

9

①

10

①

項番 内　　容
対　　応

概　　要

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する（地方支分部局で受け付け、本省に報告したものを含
む）、⑤その他、に分類。

  休業補償の請求をしているが、支給決定が遅い。   　請求に係る事案の状況について担当
者が確認の上、現状を説明し、ご理解を
求めました。

　労働保険の年度更新申告書に添付された納付書を書き損じた場
合は，再発行が必要とのことだが、書き損じた時のために予備の
納付書をつけておいて欲しい。

　監督署にご連絡していただければ、速
やかに新たな納付書を郵送させていただ
く旨説明し、ご理解いただきました。

　労働保険の年度更新の時期が６月に変更になったことにより事
業場では手続き負担が大きくなって困る。
　年度更新の時期を４月に戻すことはできないのか。

　社会保険の算定基礎届の提出期限(７
月１０日）と統一することにより、事業主が
社会保険算定基礎届と労働保険年度更
新申告書を同時に提出できる等の利便
性を考慮し、変更が行われたことを説明
し、ご理解いただきました。

　労災の休業補償給付は、請求をしなくても自動的に支払うように
できないか。

　実際に休業しているか否かの確認が必
要であるため、休業補償給付を受けよう
とする方は、実際に休業した期間等を記
載して、所定の請求書を監督署長に提出
しなければならないことを説明し、ご理解
をいただきました。

　各種の労災保険請求書をホームページからダウンロードできな
いのか。

　労災保険の請求書は、ほとんどがOCR
（Optical Character Reader ：光学式文字
読み取り装置）による文字読取専用の用
紙であり、これらの様式をホームページ
からダウンロードして使用しても、読取機
が認識しないことを説明し、ご理解いただ
きました。

（主な国民の皆様の声）
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件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1
①
②

2 ①

3 ①

4 ①

（主な国民の皆様の声）

項番

求人事業所に履歴書を送付しても、求人票に書かれている期日ま
でに選考結果の連絡がない。事業所を指導してほしい。

当該事業所について、未経験の求職者を
採用した実績がある旨確認し、ご本人に
対して説明し、ご理解いただきました。

求人票には「経験不問」と記載されていたにもかかわらず、面接時
に経験の有無について聞かれた。こうした事業所に対して指導して
ほしい。

求人受理時には、速やかに採否結果を通
知するように指導していること、一定期間
を経過しても連絡がない場合には、ハ
ローワークから問い合わせる旨ご説明
し、ご理解いただきました。

国民の皆様の声の
内訳（大分類）

　政策・制度立案への提言 47

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 192

　法令遵守違反に関するもの 4

　その他 82

国民の皆様の声・集計報告票（地方受付分）

部局(課室)名 職業安定局（中央職業安定監察官室）

平成２２年７月１６日～７月２２日受付分
照　会　先

中央職業安定監察官室
副主任中央職業安定監察官
　　　笠井　勉（内線５８３８）
（直通：03-3502-5352）

1 0 325

国民の皆様の声
把握方法別件数

来訪 電話 手紙 FAX 合計

220 68 36

メール

内　　容
対　　応

概　　要

求人に応募したら、女性のみ応募可と言われた。事業所を指導して
ほしい。

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する（地方支分部局で受け付け、本省に報告したものを含
む）、⑤その他、に分類。

ハローワークでは、事業所に対して求人
受理の際等において、男女雇用機会均等
法に基づき均等の取り扱いするよう指導
を行っており、今後該当事案が生じた場
合は、申し出ていただければ当該事業所
を指導する旨説明し、ご理解をいただきま
した。

ハローワークの求人票の年齢欄は「不問」になっているが、実態に
即していないので、改善をお願いしたい。

雇用対策法により、労働者一人一人に均
等な機会が与えられるよう、労働者の募
集・採用における年齢制限を原則禁止し
ており、違法な恐れのある求人には指導
を行っている旨ご説明し、ご理解いただき
ました。
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分類

5 ④

6 ①

7 ①

8 ①

9 ①

対　　応

概　　要

駐車場の駐車可能台数を増やしてほしい。 駐車場に誘導員を配置するなど駐車場の
混雑緩和に向けて取り組んでいることを
ご説明しました。また、来所者に対して
は､公共交通機関での来所をお願いして
いる旨ご説明し、ご理解を求めました。

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容

社会保険未加入を理由に求人を公開しないという取り扱いは、見直
してほしい。

厚生年金保険及び健康保険は、所定の
要件を満たした場合には法令により加入
が義務付けられている事項です。また、
求職者の関心も高く、重要な労働条件と
なっている旨ご説明し、ご理解いただきま
した。

ハローワークにおける名刺の配布については、経費の無駄である。

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する（地方支分部局で受け付け、本省に報告したものを含
む）、⑤その他、に分類。

労働者派遣法に係る専門26業務について、派遣元事業主及び派遣
先から専門２６業務についての解釈が難しく、特に、５号「事務用機
器操作」、８号「ファイリング」についての明確な解釈を教えてほし
い。

平成22年2月8日に公表した「専門26業務
派遣適正化プラン」の内容をご説明すると
ともに、5月２６日から厚生労働省ホーム
ページに「専門26業務に関する疑義応答
集」を掲載している旨ご説明し、ご理解い
ただきました。

ハローワークにおける名刺の配布は、職
業相談等において、利用者の方から一層
の安心と信頼を得られるようにするととも
に、相談内容に不明な点等があった場合
に円滑に問い合わせすることができるよ
う、サービス改善の一環として、実施する
こととしたものです。

自己都合で離職した場合、失業保険の給付に3ヶ月間の給付制限
がかかるが、この給付制限をなくしてほしい。

雇用保険制度の趣旨は、労働者の生活
及び雇用の安定と就職の促進のために、
失業された方や教育訓練を受けられる方
等に対して、失業等給付を支給するもの
であり、自己都合による離職は、任意的
な離職であることから、給付制限を設けて
いる旨ご説明し、ご理解いただきました。
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件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

②

2

①

3

①
④

4

①
④

5

④中小企業子育て支援助成金の支給期限が平成２３年度まで
となっているが延長して欲しい。

貴重なご意見として承りました。

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する（地方支分部局で受け付け、本省に報告したものを含
む）、⑤その他、に分類。

パートタイム労働者の正社員への転換について、定年年齢
間近な者についてまで措置を講じなければならないことに疑
問を感じる。また、公務員の場合も同じような措置義務があ
るのか。

パートタイム労働法第１２条の趣旨及
び公務については同法の適用除外で
あることをご説明し、ご理解をいただ
きました。

中小企業子育て支援助成金について、審査が遅く、何回も
問い合わせがある。担当者を決めて責任をもって対応してい
ないので遅くなるのではないか。

雇用均等室の審査体制について説明
し、ご理解を求めました。

採用後すぐに妊娠した女性労働者に対して育児休業を取得
させるにもかかわらず、中小企業子育て支援助成金の対象
にならないのは不満である。

助成金の支給要領について説明し、
ご理解をいただきました。

ハローワークで公開している求人が実際には女性しか採用
しないとのことであったため、ハローワークに情報提供したと
ころ、男女雇用機会均等法上の問題となるもので雇用均等
室に相談するよう言われた。

後日ハローワークと連携し指導を行っ
た旨相談者に対し説明し、ご理解をい
ただきました。

国民の皆様の声の
内訳（大分類）

　政策・制度立案への提言 2

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 8

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 1

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要

合計

3 7 1 0 0 11

メール国民の皆様の声
把握方法別件数

来訪 電話 手紙 FAX

国民の皆様の声・集計報告票（地方受付分・労働局分）

部局（課室）名 雇用均等・児童家庭局

平成２２年７月１６日～７月２２日受付分
照　会　先

雇用均等・児童家庭局
雇用均等政策課長補佐　中山理（内7832）

電話：０３－３５９５－３２７１
ＦＡＸ：０３－３５０２－６７６２
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分類

6

①
④

7

①
④

8

①
④

9

①
④

全ての法律に対応することは、企業にとって大変なので、重
点を定めてほしい。

法律の趣旨と重要性をご説明し、ご
理解をいただきました。

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する（地方支分部局で受け付け、本省に報告したものを含
む）、⑤その他、に分類。

改正育児・介護休業法の規定例のパパママ育休プラスの言
葉がわかりにくい。

法の内容を説明し、ご理解をいただき
ました。

女性労働者が産休、育休を申請している。法は労働者ばか
り守って企業経営について考えていない。１年も休む人が会
社にとってよい人材なのか、建前論で考えないでほしい。

法、制度の趣旨及び助成金制度につ
いて趣旨を説明し、ご意見として承り
ました。

行政機関が作成する法制度改正の資料は一方的な内容
で、なじみにくい。また、PRに当たっては、義務だけを周知す
るのではなく、国がいかに努力しているかや取組事例などを
一緒に示し、事業主の理解を得られるような内容にしてほし
い。

当局における法律制度の周知の取組
をご説明し、ご理解をいただきました。
貴重なご意見として承りました。

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要
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件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

④

2

3

4

5

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する（地方支分部局で受け付け、本省に報告したものを含
む）、⑤その他、に分類。

シングルマザーが増えているのは、子ども手当や母子家庭
を支援する制度等により政府が親を甘やかすからであり、自
己責任を徹底されたい。

厚生労働行政に関わるご意見として、本
省に報告させていただく旨をお伝えしまし
た。

国民の皆様の声の
内訳（大分類）

　政策・制度立案への提言 1

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 0

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 0

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要

合計

1 0 0 0 0 1

メール国民の皆様の声
把握方法別件数

来訪 電話 手紙 FAX

国民の皆様の声・集計報告票（地方受付分・厚生局分）

部局（課室）名 雇用均等・児童家庭局

平成２２年７月１６日～７月２２日受付分
照　会　先

雇用均等・児童家庭局総務課長補佐
　重元博道（内７８１７）
電話：０３－３５９５－２４９１
FAX：０３－３５９５－２６６８
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件 件 件 件 件 件

件

件

件

件

分類

1

①
④

2

3

4

5

※「対応」欄のうち「分類」欄の丸数字は、①事実や制度を説明、②改善策を実施済み・実施予定、③改善策を
検討中、④国民の皆様の声の内容を組織で共有する（地方支分部局で受け付け、本省に報告したものを含
む）、⑤その他、に分類。

乳癌による乳房（左右両方）の切除を行った後の乳房再建手
術について、シリコンなどの人工乳房を使った場合について
も保険診療を認めてほしい。（腹や背中の筋肉を移植する再
建術は保険適用であるが、両方の乳房を再建するための筋
肉の切除は負担が大きく、シリコンなどを用いたいが保険が
適用されないため。）

混合診療に係る医療保険適用の考え方
について説明するとともに、要望として本
省に報告させていただく旨をお伝えし、理
解を得ました。

国民の皆様の声の
内訳（大分類）

　政策・制度立案への提言 1

　制度の実施に関する提案（職員等の接遇問題を含む） 0

　法令遵守違反に関するもの 0

　その他 0

（主な国民の皆様の声）

項番 内　　容
対　　応

概　　要

合計

1 0 0 0 0 1

メール
国民の皆様の声
把握方法別件数

来訪 電話 手紙 FAX

国民の皆様の声・集計報告票（地方受付分）

部局（課室）名 保険局

平成２２年７月１６日～７月２２日受付分
照　会　先

総務課
尾崎課長補佐（内線３２１６）
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